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『社会学原理』
(スペンサー, 1876)

社会学の誕生
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『一般社会学大綱』
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『純粋経済学理論』
(ワルラス, 1874)

『社会体系論』
(パーソンズ, 1951)

「社会学における体系
的理論の位置と展望」
(パーソンズ)
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(キャノン, 1932)

『サイバネティクス』
(ウィーナー, 1948)

『サイバネティクス入門』
(アシュビー, 1961)

『インダストリアル・
ダイナミクス』
(フォレスター, 1961)

『コミュニケーションの数学的理論』
(シャノン, ウィーバー, 1949)

『社会システム理論』
(ルーマン, 1984)

『行為の経営学』
(沼上幹, 2000)

『オートポイエシス』
(マトゥラナ, ヴァレラ, 1973)

『散逸構造』
(プリゴジン, 1977)

シナジェティクス『協同現象の数理』
(ハーケン, 1978)

【社会有機体論】
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『社会学的方法の規準』
(デュルケム, 1895)

『社会システム論の視座』
(ルーマン, 1980)

『社会行動』
(ホーマンズ, 1961)

『社会的世界の意味構成』
(シュッツ, 1932)

『プロテスタンティズムの
倫理と資本主義の『精神』』
(ウェーバー, 1904)

『厳密な学としての哲学』
(フッサール, 1911)

『エスノメソドロジー研究』
(ガーフィンケル, 1967)

『シンボリック相互作用論』
(ブルーマー, 1969)

『社会学の新しい方法規準』
(ギデンズ, 1976)

『社会理論の基礎』
(コールマン, 1990)

『反均衡の経済学』
(コルナイ, 1971)

「人種分居モデル」
(シェリング, 1971)

ニューロン・モデル
(マカロック, ピッツ, 1943)

『一般システム理論』
(ベルタランフィ, 1968)

(アシュビー, 1940)

(ベルタランフィ, 1940)

(ウィーナー, 1943)

オートマトン
(ノイマン, 1956)

『遺伝的アルゴリズムの理論』
(ホランド, 1975)

Simula(オブジェクト指向の源流)
(ダール, 二ガード, 1966)

フラクタル
(マンデルブロ,
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カオス
(ローレンツ,
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サイバネティクスの経済モデル
(グレニエフスキ, 1960)

『市場と制御の経済理論』
(飯尾要, 1970)

情報-資源処理パラダイム
(吉田民人, 1974)

『社会システム論』
(公文俊平, 1978)

『市場の秩序学』
(塩沢,由典, 1990)

『複雑さの帰結』
(塩沢,由典, 1997)『複雑系としての経済学』

(出口弘, 2000)

『進化と経済学』
(ホジソン, 1993)

人工生命国際会議
(ラングトン, 1987)

カオスの縁
(ラングトン, 1991)

『人工社会』
(エプスタイン,
アクステル, 1999)

『複雑系のカオス的シナリオ』
(金子・津田, 1996)

自己組織化臨界状態
(バック, 1996)

『クォークとジャガー』
(ゲルマン, 1994)

『社会学の数学モデル』
(ワイドリッヒ, ハーグ, 1994)

『複雑系の進化的シナリオ』
(金子・池上, 1998)『新ネットワーク思考』

(バラバシ, 2002)
『エコノフィジックス』
(高安, 2001)

「ハイパーサイクル」
(アイゲン, 1977)

【第一世代システム論】
（開放性の動的平衡システム）

【情報科学・数理科学】

【第二世代システム論】
（開放性の動的非平衡システム）

【第三世代システム論】
（生成システム）

『経済変動の進化理論』
(ネルソン, ウィンター, 1982)

【オートポイエーシスの
社会システム論】

【複雑系経済学・進化経済学】

『コトバの〈意味づけ論〉』
(深谷・田中, 1996)

『人工市場』
(和泉潔, 2003)

【ゆらぎとスケールフリー法則】

社会システム論に関係する理論の変遷 「企業と市場のシミュレーション」
（井庭崇, 2003年秋学期）


